
　

日
頃
よ
り
町
会
・
自
治
会
の
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、町
会
長
協
議
会
で
は
平
成
27
・
28

年
度
新
役
員
体
制
が
決
ま
り
、新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
い
た
し
ま
し
た
。ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
前
体
制
で
の
諸
々
の
懸
案
事
項
な

ど
を
引
継
ぎ
な
が
ら
職
責
を
全
う
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。微
力
で
は
あ
り
ま
す

が「
神
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
は
与
え

な
い
」と
言
い
ま
す
。皆
様
の
力
を
お
借
り
し

て
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
８
月
は
戦
後
70
年
、日
航
機
墜
落
事

故
か
ら
30
年
経
ち
ま
し
た
。酷
暑
の
夏
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、皆
様
方
の
多
く
が
過
去
を

振
り
返
り
、悲
惨
な
戦
争
や
痛
ま
し
い
事
故

に
想
い
を
寄
せ
、平
和
の
希
求
と
安
全
な
日

常
に
強
い
願
い
を
抱
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、日
本
の
人
口
の
８
割
は
戦
後
生
ま

れ
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。私
共
は
、過
去

を
教
訓
と
し
て
引
継
ぎ
、未
来
に
向
か
っ
て

世
界
平
和
と
繁
栄
に
積
極
的
に
貢
献
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
本
年
１
月
に
日
本
青
年
館
で
開
催

さ
れ
た
地
域
活
動
実
践
講
座「
町
会
・
自
治

会
を
考
え
る
」に
参
加
し
ま
し
た
。町
会
加

入
率
の
減
少
は
、地
域
の
都
市
化
と
相
ま
っ

て
、福
生
市
も
含
め
全
国
的
な
状
況
で
あ
り

ま
す
。集
合
住
宅
の
増
加
、加
入
者
の
高
齢

化
、各
家
庭
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な

ど
原
因
は
様
々
で
あ
り
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、こ
れ
ら
の
問
題
や
市
民
全

体
の
懸
案
事
項
で
あ
る
防
災
対
策
な
ど
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、近
隣
市
町
村
と
も
広

域
的
に
意
見
交
換
し
な
が
ら
、活
性
化
を
含

め
、解
決
の
糸
口
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
会
長
協
議
会
の
運
営
、活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

５
月
27
日（
水
）、福
生
市
役
所
に
て
平
成

27
年
度
町
会
長
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
役
員
選
出
で
町
会
長
協
議
会
会
長
に

南
田
園
一
丁
目
町
会
の
持
田
洸
会
長
が
就

任
し
、11
名
の
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、次
の
議
案
に
つ
い
て
承
認
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

・
平
成
26
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

・
平
成
27
年
度
事
業
計
画

町会長協議会
会長　持田　洸

役　員 氏　　名 町会・自治会名
平
成
27
年
度
福
生
市
町
会
長
協
議
会

総
会
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開
催
さ
れ
ま
し
た

議
　
案会  長

副会長
　〃　
会  計
幹  事
理  事
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
監　査

持　田　　　洸
清　水　喜久雄
佐　藤　喜久雄
清　水　忠　雄
越　川　昭　治
上　村　　　喬
宮　下　義　夫
北　村　良　之
中　村　良　雄
渡　邉　徹　夫
小　澤　芳　輝
山　田　　　暁

南田園一丁目町会
鍋ヶ谷戸第一町会
牛 浜 第 二 町 会
志 茂 第 一 町 会
福 東 町 会
鍋ヶ谷戸第二町会
福 生 団 地 自 治 会
本 町 第 一 町 会
本 町 第 七 町 会
本町第八第一町内会
長 沢 町 会
福 栄 町 会

平成27・28年度町会長協議会役員（敬称略）

福
生
市
町
会
長
協
議
会

　
　
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た

福
生
市
町
会
長
協
議
会

　
　
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
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５
月
５
日
こ
ど
も
の
日
に
、多
摩
川
中

央
公
園
で
福
生
大
凧
連
合
会
主
催
の「
大

凧
揚
げ
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
出
・
南
、志
茂
二
、本
七
、本
八
、長
沢
、

加
美
の
６
つ
の
大
凧
会
が
、自
慢
の
大
凧

を
揚
げ
ま
し
た
。

　

大
凧
は
６
畳
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、大

凧
が
何
基
も
舞
う
姿
は
、多
摩
川
中
央
公

園
を
訪
れ
て
い
た
多
く
の
人
を
魅
了
し
ま

し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
福
生
夏
ま
つ
り（
福
生
市

町
会
長
協
議
会
主
催
）は
例
年
７
月
終
わ

り
の
土
曜
日
・
日
曜
日
に
、福
生
市
内
全
域

で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。　　
　
　

　

こ
の
夏
祭
り
は
、大
人
も
子
ど
も
も
楽

し
め
、た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
す
る
福
生

の
代
表
的
な
行
事
の
一
つ
で
す
。

　

今
年
は
、７
月
25
日（
土
）、26
日（
日
）の

２
日
間
、強
い
日
射
し
の
中
、市
内
全
域
で

63
基
の
神
輿
や
山
車
が
各
町
会
・
自
治
会

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。各
地
域
で
は
神
輿
と

山
車
が
集
ま
る「
競
り
合
い
」が
行
わ
れ
、市

内
全
体
が
夏
祭
り
一
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。

　

お
祭
り
初
日
の
午
後
１
時
か
ら
神
明
社

で
入
魂
式
が
行
わ
れ
、42
基
の
神
輿
・
山
車

が
集
結
し
ま
し
た
。

  

神
明
社
で
の
入
魂
式

　

神
輿
や
山
車
が
集
結
す
る
姿
は
圧
巻

で
す
。

　

お
祭
り
２
日
目
も
前
日
に
続
き
天
候
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

夕
方
に
は
市
内
各
地
で
神
輿
や
山
車
の

競
り
合
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

福生駅東口

地
域
の
活
性
化
を
図
る
町
会・自
治
会
活
動

地
域
の
活
性
化
を
図
る
町
会・自
治
会
活
動

町
会
・
自
治
会
で
は
地
域
の
活
性
化
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
た
め
に
、様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
凧
揚
げ
大
会

夏
ま
つ
り

牛浜駅東口

－2－

福生市町会長協議会会報　　ちいき平成27年  秋号平成27年  秋号 No.20No.20


